




 

小児心身症の増加は著しいものがあり,小児科医としてはこれを避けて通ることは出来な

くなっているが,これについての対応はまだほとんど出来ていない。分担者は,長年の小児

心身症診療経験から,本症発症の背景としては親子関係,とくに父子関係が重要なのではな

いかと考えていたので,この点を解決して小児心身症の診療,出来れば予防にも役立てよう

と考えて,以下のような研究を行なった。 


